


児童発達支援・放課後等デイサービスの業界動向からみる保育所等訪問支援の重要性

支援の質や専門性が求められるフェーズへ
現在、児童発達支援・放課後等デイサービスの利用者数および事業所数は急増して
おり、全国の拠点数は35,000カ所を突破、前年比約120％のペースで拡大を続けて
います。
一方で、急激な市場拡大により競合は激化しており、これまで以上に「専門性」や
「他事業所との差別化」が問われる時代へと突入しました。

こうした中、地域密着型の支援として改めて注目されているのが「保育所等訪問支
援」です。令和7年度1〜3月時点の拠点数は約2,300箇所と、児童発達支援・放課後
等デイサービスに比べ未だ限定的ですが、令和6年度報酬改定での基本報酬引き上
げなど、国策としての評価は高まっています。

単なる「児童への直接支援」に留まらず、訪問先の保育士等に対する「後方支援」
を担うことで、真のインクルージョンを推進する鍵として、その重要性は一段と増
しています。

児童発達支援・放課後等デイサービスの動向

厚生労働省「障害福祉サービス等の最近の動向について」より
船井総合研究所にて作成

保育所等訪問支援とは

保育所等訪問支援の特徴①

既存人員が兼務できる！

実際の数値事例（児童発達支援・放課後等デイサービスに付加する形で実施している例）

既存の児童発達支援や放課後等デイサービ
スのスタッフが、保育所等訪問支援で必要
な「訪問支援員」を兼務することも可能で
す。新たな採用コストを抑え、スムーズに
事業をスタートできます。

関係機関との連携強化はもちろん、保護者の
満足度向上や安心感にも繋がります。専門機
関としての後方支援により、自事業所のブラ
ンディング向上に寄与します。

基本報酬1,071単位に加え、経験者による
支援で700〜850単位の加算が得られるた
め、1回あたりの算定額約19,000円前後を
目指すことも可能です。

●契約者：19名（放課後等デイサービス契約者のうちの約45%が保育所等訪問支援も契約）

●延べ利用回数：35回/月

●人員：1名（放課後等デイサービスでの児童指導員業務と兼務）

●売上：約619,000円/月

これまで‥ 保育所等訪問支援を始めると‥

お友達との関わりや集団活動への参加を

直接観察してサポート

することができる

利用者が通う学校・保育園等の先生とは

情報共有や相談が

メイン

保育所等訪問支援の特徴②

関係機関・保護者からの
信頼に直結

保育所等訪問支援の特徴③

約19,000円/回 の報酬を
目指せる

学校、保育所・認定こども園・幼稚園などへ直接訪問（月2回程度）し、
お子様への直接支援や、訪問先の先生方との連携・間接支援を行う事業
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過去、保育所等訪問支援セミナーに参加された方のお声

放課後等デイサービスに付加した事業も考えていました。こういう事業もあると初めて知ることができて、ヒントのひとつが
頂けて大変良かったです。また現在の立ち上げが落ち着いたら、事業展開の一つとして検討したいと思います。

事業の具体的な立ち上げ方法を丁寧に、より具体的に教えて頂き、大変参考になりました。現在は児童発達支援と放課後等デ
イサービスの新規立ち上げに注力しておりますが、事業の選択肢がひとつ増えてよかったです。

現状を紹介しながらの説明をして頂くことで、整理しやすかったです。事業所として準備をしっかりと行う必要性を感じまし
た。制度について自分の知識不足の点があるため、まずはその点からきちんとクリアしていきたいと思います。

船井総合研究所講座より

本セミナーでお話しさせていただくことの一部をご紹介いたします

特色を簡潔にわかりやすく
まとめた三つ折りパンフレット

知ってもらう・利用してもらう
保護者案内チラシ

保護者向け 説明会資料
2

業界時流と
今後の展望

必要な施設基準と
人員配置

保育所等訪問支援
立ち上げの実施事項

保育所等訪問支援の
加算と取得方法

スタッフの訪問支援
スケジュール

利用者募集の
具体的な施策

保育所等訪問支援の
加算と取得方法

訪問先（園・学校）
との連携方法

訪問支援での
観察項目

実際の
直接・間接支援事例

セミナー限定！訪問支援・利用者募集で実際に使用しているツール類を大公開

2事業運営に必要な各種帳票類
保護者・訪問先へ提出する

報告書資料サンプル
保育所等訪問支援の

観察項目例


